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　　1　はじ・めに
　本稿は，本誌第12巻第2号，同巻第4号，さらには同巻第1号の〈史料紹介〉をもふく
めた各号掲載の拙稿にひきつづく，それと同一の問題関心からの岡山県における近代産業
の展開過程に関する一一検討結果を示すものである。これまでに，明治中期，明治後期，さ
らにさかのぼっては明治前期における産業の展開過程について検討してきたが，ここでは
それらを通じてあきらかにしてきた岡山県における工業の展開にともなう地域的編成をあ
きらかにし，今後の検討課題を設定しようとするものである。
　　2　工業発展の概観
　地域的編成の検討に先立ち，岡由県における工業の発展を概観しておく。
　まず，岡山県における工場数，職工数の推移をみる。第1図はそれを図示したものであ
る。大正8年置では職工10人以上工場とその職工数，大正9年以後は職工5人以上のそれ
であるので直ちに連結できないが，この時期全体の傾向はよみとることができる。工場数
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第1図　岡山県エ場数・職工数の推移
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　　明2829303132’　33　34　35　36　37　38　’39　40　4］424344大23456789］011121314昭2345678910
　　治　　　　　　　　　　　　　　　　正　　　　　　　　　　　　和　27　1　1　　年　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　年註　1）各年度の『岡山県統計書』より作成，ただし，明治27～29年は各年の『岡山県勧　　　業年報』『岡山県農商エ年報』より作成．
　　2＞大正8年までは職工10人以上工場，大正9年以後は職工5人以上の工場の工場数・職工数．
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をみると，明治28年をピークとする山が明治20年代末から30年代初頭にかけてあり，以後そ
れは漸減して明治30年代後半が底となる。以後漸増するが大正8年にいたるも明治28年の
水準を凌駕しない。大正9年からは職工5人以上工場であるが，この年の工場数は職工5
人以上工場がはじめてあきらかとなっている明治42年よりかなり少ない。大正10，11年の異
　　　（1）　．常な増加の後，大正12，13年は1千工場台となるが，その後は順調に増加していく。職工数も明治28年をピークとするその前後にかけてひとつの山があり，その後大巾に減少し，
変動を辿りながら大正前半期に急増している。大正4年には第一のピーク時の明治28年の
2万人台を凌駕する。この間に男工割合はほぼ3割～4割台であって男工の増加があるが，
女工の増加が絶対数としては大きい。ここには表示しないが，工場における原動機使用工
場は増大しており，工場制工業への転換がみられるのである。
　以上のごとき推移をみる工場生産の部門別構成をみよう。第1表がそれを表示する。染
織は職工数において明治42年に全体の59．3％を占め，大正9年にはいっそうそのウェイトを
たかめて70．7％となる。昭和8年には低下するとはいえ51．4％を占める。工場数において
も終始ウェイトはたかい。明治42年に職工数が染織につぐ雑工業は，職工陸中の2割を占
めていて，以後漸減するとはいえ，昭和8年においても16．2％を占めている。この部門は
ことに工場数におけるウェイトがたかく，明治42年には実に42．1％，昭和8年にいたって
も28．5％で，この年にも染織にかわって首位である。この部門は平均規模は小さい。この
ような彪大な零細な雑工場の存在が特徴的である。飲食物も明治42年に工場数中の18．1％
を占め，職工数も8．4％を占めていたものが，職工数のウェイトはややさがるとはいえ，
工場のウェイトはいっそうたかまる。染織雑工業とともにいわゆる軽工業とすると，こ
の軽工業が圧倒的なウェイトを占める。化学は工場数，職工数において一定程度のウェイ
トを占める。機械器具も当初はきわめて小さいがある程度たかまり，いわゆる重化学工業
は明治42年の工場・職工数中の17．3％，11．7％から昭和8年にはそれぞれ18．9％，33．1％
となりようやく一定程度のウェイトになった。しかし全国的にみればこの岡山県はなお軽
　　　　　　　　　　　　　　（2）工業県としてとどまったのである。
　以上のごとき部門別状況であるが，主要個別部門についてみる。染織は製糸，紡績，織
物の三部門がそれぞれ大きな存在である。製糸は職工数で10％程度であるが，その平均規
模は比較的大きい。紡績は工場数は少ないが職工数中の圧倒的ウェイトを占めている。1
工場あたりの職工数は大きく，大規模工場工業として屹立している。織物業は当初は工場
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第1表　部門別工業構成の推移
明　　　治　　　42　　年 大　　　正　　　9　　　年 昭　　　和　　　8　　　年
工　場　数　　・　職　工　数 工　場　数　・　職　工　数　　　　1　工　場 工　場　数　・　職　工　数
実　　　数 構　成　比
1　工　場あ　た　り
E　工　数 実　　　数　　　　構　成　比
あ　　た　　り
E　　工　　数 実　　　数 構　成　比
1　工　　場
?@た　　り
E　　工　　数
染　　　　　　織 172－1。，951人I　（2，058） 22．4％59．3％
63．7人 243－21．851人
O　（4．793）
37．4％70．7％ 89．9人 352＿2L907人
O　（3，509）
26．8％51．4％ 62．2人
機　械　器　具 36－　　310P　　（304） 4．7　　　1．7 8．6
40－2，618
R　（2，582） 6．2　　8．5 65．5
122－3，107
S　（3．050） 9．3　　4．9 24．5
化　　　　　　学 97－L853　　　．S　（L352）12，6　　10．0 19．1
60－2，052
M（1，606＞ 9，2　　6，6 34．2
H3一7，581
Q（4．634） 8．6　　17．8 67．1
飲　　食　　物 139－1，555K　　（994） 18，1　　8．4 1L2 163－1，436O（1，257） 25．ユ　　4．6 8．8 340－2．9騒S（2，592） 25．9　　6．9 8．7
雑 323－3，789S（1，652｝42．1　　2G．5 11．7
125－2，182
O（1．251） 19．2　　　7，1 17．5
374－6，882
S（2β47｝ 28，5　　16．2 18．4
待　　　　　　別 19－　　774P　　（677） 2．7　　　2．5 40．7
13－　　173
L　　（1731 1．0　　0．4 i3．3
合　　　　　　計 767－18，458R（6．360）100．O　IOO．0 24．1
650－30，913
K（12，166）100．0　100．0 47．6
1314－42，604
G（16，305）lOO，G　lOO，0 32．4
製　　　　糸 50－1，519M　　（46） 6．5　　8，2 30．4
27－2，569
S　　（173） 4．2　　8．3 95．1
41－4，306
S　　（254〕 3．l　　lO．1 105．0
紡　　　　績
鴨10一ア，447
I（1，665） 1．3　　40．3 744．7
10－1σ，555
I（2，607） L5　　34，1 1055．5
13一．8．313
L　（1．257） LO　　l9．5 639．5
織　　　物 93－1，616O　　（256） 12．1　　　8．8 17．4 186－8，194N（1，864） 28．6　　26．5 44．1 231－8，523S（1，513） 17．6　　20．0 36．9
造　　　　船 2－　　17@（17） 0．3　　　0．1 8．5
3－2，141
@（2．110） 0，5　　6．9 713．7
8－2，0ら8
C（2，032） 0．6　　4．8 256．0
煉瓦製造 19－　　616A　　（5ユ5） 2，5　　3，3 32．4 陶22－　226?S　　（212） 3．4　　　0．7 10．3 25－1，388S〔】，216） 1．9　　　3．3 55．5
護言莫製造 0 0　　　0 一 0 0　　　　　0 一 18－1，715Q　　〔623） 1．4　　　4．0 953
?????????????????????
人造絹糸製造　　　　　　o 0　　　　0 一 0 O　　　　G ｝ 1－2，5B1@（1．252》 0ユ　　　6．1 2，581．0
　　　　酒72－　586醸　　　　造
⑬　　（582） 9，4　　3．2 8．1
酒113－　981
R　　（971） 17．4　　3．2 8．7
258－2，057
N（2，03B） 19．6　　4，8 8．0
藺莚製造 花1D8－1203@　（435）14．1　　　6．5 11．1
花20－　262
@　　（155） 3．1　　0，8 13．1
麦搾及経木
^田製造
71－　　739
@（213） 9．3　　4．0 lO．4
被服其他D製品製造
27－　　257
A　　（185＞ 3．5　　1，4 9．5
30－　　726
B　　（418＞ 4，6　　　2．3
響24．2 84－3，180
P　　（726） 6．3　　7．5 37．9
帽子製造 ｝一　　12@（4） 0．1　　0」 12．0
77－1．C・72
@　　（28） 5．g　　a，5 13．9
　　　　ノ註　1＞各年度「岡山県統計書』より作成．
　2）実数は工場数，○内はうち原動機使用工場，職工数．　（）内はうち男工数を示す．構成比は工場数，職工数を示す．
　3）割出は陶器・煉瓦，花は花莚，酒は酒についてである．　’
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数，職工数ともに小さいが，やがて職工数中の20％を占め，個別部門中の最大となる。こ
の製糸，紡績，織物からなる染織部門のウェイトのたかさが岡山県の産業構成の特徴であ
るが，大規模紡績工場と規模は必ずしも大きくないが広汎な織物工場の存在が特徴的であ
る。この染織につぐ雑工場は，当初は藺莚，麦桿経木真田であり，後年になると縫製，帽
子製造が工場林中の大きなウェイトを占めるにいたる。藺莚，麦桿経木真田は工場構成か
らは消えているが彪大な零細製造所として後年までも広汎に存在しているのである。飲食
物の中心は醸造である。一定程度のウェイトを占めていた化学にあっては煉瓦製造が大き
な存在である。ここでは耐火煉瓦製造工場がある。一昭和期に入ると護護製造，人絹製造が
一定程度のウェイトとなる。特に人絹製造はわずか1工場であるが，職工2，851人の大規模
工場である。この人造絹糸と同じように造船において大規模工場が存在するにいたってい
る。いま大正10年12月末日現在の岡山県の職工50人以上工場の部門別状況を整理すると第
　　　　　　　（3｝
2表のようになる。全体では85工場，職工24，162人であるが，この年の『岡山県統計書』
の私設工場欄における工場数，職工数は1，847工場，33，752人であるので職工数では71．6％
にあたる。この職工数での割合でみると，天仁90．9％，機械器具73．4％，化学51．3％，飲
食物2．30／・，雑工業18．8％，特…別94．3％となる。鷹大な全工場職工数のなかでの染織にお
けるウェイトのたかさが注目されよう。この部門には職工500人以上工場が4工場，同1，000
人以上工場が8工場あり，大規模工場が屹立している。それは13の紡績工場と1の製糸工
場（郡下製糸津山工場）である。これらとともに染織のウェイトを大きくしている織物は
職工50人以上工場の数は31で最大であるが，最大で職工255人にとどまる。この染織以外で
は機械器具に職工1，809人の大規模工場があるが，これは造船で三井物産玉工場がそれであ
る。このように岡山県の工場は一方には紡績，製糸，造船，それに後には人造絹糸等に少
数ではあるが大工場が屹立するとともに，他方に多数の小織物工場雑工場が存在するの
である。
　以上のごとき工業の発展は岡山県の物産構成に反映する。第2図はこの岡山県の物産構
成の推移を示すものである。その特徴をみよう。大正5年を中心とした前後に鉱産がきわ
だった大きな比率を占めている時期があるが，この時期をのぞくと農産，工産の合計が全
体の9割前後を占めている。しかもそれは9割弱から9割強となっていて，そのウェイト
はいっそうたかくなっているのである。これとは対照的に当初はそれぞれ一定程度の存在
を示した畜産，水産，林産等の比率がいっそう小さくなっていることがまずあげられる。
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第2表　部門別職工50人以上工場 （大正10年）
職工　50人以上 100人以上 500人以上 1．000人以上 合　　　計 職工　50人未満 総　　　計 備　　　　　　　　　考
染　　　　織 24－1，683人@　　7，7％
24－4，D44人
@　1＆．5％
4－2，599人
@　！L9％
8－11．529人
@　52，8％
60一互9．855人
@　90．9％
386－1．979人
@　　9．1％
．446－21，874人
@　　100．0％
機械器具 1－　　65@　　2，5
1－1，8G9
@　24．7
2－1，874
@　73．4
115－　　678
@　　26，6
1｝7－2，552
@　100．o
化　　　　学 10－　　686@　26，7
5－　　635
@　24．7
15－1，321
@　51．3
101－1，252
@　　48．7
116－2，573
@　100．⑪
飲　食　物 1－　　73@　　2．3
三一　　73
@　　2．3
853－3，038
@　　97．7
854－3，111
@　100．0
? 3－　　201
@　　6．2
3－　　405
@　12．6
6－　　606
@　18，8
225－2，617
@　　81，2
291－3，223
@　100，0
特　　　　別 1－　　433@　94．3
1－　　433
@　94．3
22－　　26
@　　5，7
23－　　459
@　100，0
合　　　　計 39－2，708@　　8．（｝
33－5，517
@　16．3
4－2，599
@　　7．7
9－13，338
@　39．5
85－24，162
@　71．6
1，762－9，590
@　　　28．4
1，847－33，752
@　　100，0
製　　糸 6－　　44B 7－1，358 1－1，033 14－2，839 24一　… 36－2，659
紡　　績 4－2，599 7－IO，496 11－13，095 「ユ0－8．227
織　　物 17－1，184 14－2，183 31－3，367 234－4β71 267－8238
撚　　糸 1－　　126 1－　　126 37－L857 38－1，993
染　　色 1－　　51 1－　　2｝4 2－　　265 5一　… 7－　　46 染　物
編　　物 1－　　163 三一　　163 該当するものなし
機械製造 1－　　65 1－　　65 49－　　292 50－　　357
船　　舶 1－1，809 1－1β09 8一　… 9－1，48D
煉　　瓦 4－　　274 1－　　111 5－　　385 29－　　311 甲34－　　696 陶磁器．煉瓦．瓦
????????????????????
セメント 1－　　66 1－　　66 1－　　　o 2－　　66
製　　紙 1－　　59 2－　　299 3－　　358 23－　　204 26－　　562 和紙．板紙
製　　薬 1－　　52 1－　　125 2－　　177 8－　　102 10－　　279
ゴム製造 2－　　180 1－　　100 3－　　280 12－　　156 15－　　436
入造肥科 1－　　55 正一　　55 4－　　55 5－　　110 肥　料
小麦粉 互一　　73 466－　　368 467－　　435製粉精穀
印刷製本 2－　　264 2－　　264 21－　　192 23－　　456 活版印刷
レックス 1－　　63 1－　　63 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 該当するものなし
足　　袋 2－　　138 1－　　141 3－　　279 56－1，130 59－1，409
精　　錬 1－　　433 1－　　433 10一　… 11－　　308
註　1）　『大正ll年7月全国主要工場鉱山名簿』　（協調会）より作成．ただし総計は『大正10年岡山県統計書』
　　　　工場欄の数字．職工50人未満は総計から合計を差引いて得られたもの．
　　2）数字は工場数，職工数を示す．職工数の下の数字は全職工数における比率を示す．
　　3）一は該当なし，…は50人以上が総数を超過して算出不可能であることを示す，
　　4）備考は『県統計書』における本表分類に対応すると思われる部門名．
??
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第2図　物産構成の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　loO　e／0100％
50％一
工産
　一50％
蚕業
農産
　　明4344大234567891011121314昭2345678910111213　治　　　正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　42　　　　1　1　　年　　　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年
註　1）各年度『岡山県統計書』より作成．
　　2）大正11年の『統計書』には8年までさかのぼって蚕業がある．点線はそれを結んだもの．
大正12年より蚕糸が農工から分離されて独自になるが，その比率は最大でも9．5％にとどま
る。このように農工で圧倒的なウェイトを占めるがそのうちわけは，当初の農産44．2％，
工産45．7％から，それぞれ24．9％，63．3％となるというように農産のウェイトの低下，工
産のウェイトのいっそうのたかまりがみられるのである。
　　3　工業展開の地域的状況
　前節でみたごとき工業の地域的展開をみよう。これまでには工業の発展にともなう地域
的編成を岡山県を構成する3つの地域，すなわち備前，備中，美作によってみてきたが，
ここでは郡別にみていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛4）　まず郡別工場・職工数の所在状況をみよう（第3表）。岡山市は明治42年にはそのウェイ
トはすでにたかいが，いっそうたかまっている。児島郡，都窪郡が同様である。ぽかに後
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第3表　岡山県郡別工業構成の推移
明　　　治　　　42　　　年　、 大　　　　正　　　　9　　　　年 昭　　　和　　　　8　　　年
工　場　数　・　職　工　数 工　場　数　・　駿　工　数 工　場　数　・　職　工　数
実　　　数 構　成　比
1　工　場
?@た　り
E　工　数 実　　　数 構　成　比
1　工　場
?@た　り
E　工　数 実　　　数 構　成　比
1　工　場
?@た　り
E　工　数
回　山　市 89－31614人P（1，153＞ 11．6％　19．6％ 40，6人
！06－61575人
S（2、319） 16．3％　2L3％ 62．0人
258－8．575人
S　（3，DO3） 19．6％　20．1％ 33．2人
御　津　郡 16－　　331’E　　（144） 2．1　　　亙5．8 20．7
13－　　698
L　　〈285） 2．0　　2．3 53．7
11－　　368
I　　（119） 0．8　　0．9 33．5
赤　磐　郡 20－　　252E　　（196） 2．6　　　1．4 12．6
28－　　308
P　　（203） 4．3　　LO 11．0 32－　　239@（202） 2．4　　0，6 7．5
和　気　郡 41一｝．121G　　（609＞ 5．3　　6．1 27．3
25－　　712、
Q　　（552） 3．8　　2，3 28．5
56－1，721
Q璽L隻坐7） 4．3　　4．0 30．7
邑　久　郡 27－　　225R　　（95） 3，5　　1．2 8．3
13－　　128
V　　（67〕 2．0　　　0，4 9．8
28－　　473
S　　（276） 2．l　　　L1 16．9
上　道　郡 瓢2－LO83F　　（284） L6　　5．9 go．3 21－1，515R　　（456） 3．2　　4．9 72．1
董5－　　890
@（245） 1．1　　　2．1 59．3
児　島　郡 137－2，122S　　（833） 17，9　　11．5 15．5
154－6，744R（4，108） 23，7　　21．8 43．8
295－9，882
S　（4，566） 22．5　　23．2 33．5
小　計 342－8，748S　（3、314） 44，6　　47．4 25．6 360d6，680S（7，990｝ 55．3　　54．G 46．3
695－22，148
Q鯉58）．52．8　　52．0 31．9
都　窪　郡 65－2，489G　　（892） 8，5　　13．5 38．3 36－4，939Q　（1β81） 5．5　　16．G 137．2
73－7，410
J　（2，403） 5．6　　17．4 101．5
浅　口　郡 106－2，524D⑬　　（694） 13，8　　13．7 23．8 81－2，499I　　（913） 12．5　　8，1 30．9
165－3，735
X　〔1．130） 12．6　　8．8 22．6
小　田　郡 36－　　804I　　（210） 4．7　　　4．4 22．3
39－1，566
@（562） 6．0　　5，1 40．2
63－1，462
S’　（43① 4．8　　3，4 23．2
後　月　郡 18－　　408C　　（84＞ 2．3　　2，2 22．7
59－2，505
M　　〔696） 9．1　　　8，1 42．5
77－2，187
@（572｝ 5．9　　　5，1 28．4
吉　備　郡 19－　　175@　　（98＞ 2，5　　　0，9 9．2
10－　　142
F　　（95） L5　　0．5 14．2
33－　　380
Q⑳＿望341 2．5　　0，9 11．5
上　房　郡 21－　　318@　　〔114） 2．7　　　1，7 ユ5．！
3－　　146
B　　（25） 0．5　　　0．5 48．7
34－　　448
S　　（206｝ ＄．6　　1．1 13．2
川　上　郡 12－　　9GE　　（70） 1，6　　　0．5 7．5
9－　　96
G　　（40） 1．4　　0．3 10．7
20」　　131
Q　　（】09） 1，5　　0，3 6．6
阿　哲　郡 ’2R1馴1・…　6 9．4 5－　　39C　　（33） O．8　　　0．1 7．8 10－　　321W　　（313） 0．8　　　0．8 3．2
小　計 289－6，921L（2，256） 37．7　　37．5 23．9
242－11，932
@（3，745） 37．3　　38．7 49．3
475－16，074
M（5，397） 36．3　　37．8 33．8
真　庭　郡 13－　　631D　　（130） L7　　3．4 48．5
14－　　476
J　　（91） 2，2　　　L5 34．0
28－1，364
S　　（226） 2，ユ　　　3．2 48．7
苫　田　郡 48－1，194O　　（460） 5．3　　6．5 24．9
20－1，323
@（197） 3，1　　4．3 66．2
92－2，236
O　　（671） 7．0　　　5，2 24．3
勝　田　郡 35－　　364A　　（106＞ 4．6　　2．0 10．4
5－　　208
R　　（87） 0．8　　　0．7 41．6
7－　　253
D　　（44） 0，5　　　0．2 14．9
英　田　郡 3G－　　492B　　（66） 3，9　　　2．7 16．4
7－　　205
U　　（35） L1　　0．7 29．3
8－　　368
U　　（68） 0．6　　0，9 46．0
久　米　郡 10－　　108@　　（28） 1．3　　0．6 10．8
2－　　89Q　　（2D 0，3　　　0，3 44．5
9－　　161
E　　（41） 0，7　　　0．4 17．9
小　計 1ヨ6－2，788@（7go） 17．7　　15．1 20．5
48－2，401
@（431） 7．5　　7．8 50．0
144－4，382
N　（1．050） 10，9　　9，9 30．4
全　　　県 767－18，458P（8，360＞100．O　lOO．0 24．1
650－3019｝3
浴i12．166）100，0　100．0 47．6
1β14－42，604
R口16，305＞100，0　100．0 32．4
註　ユ）第1表と同一書より作成．
　2）実数表示，構成比表示は第1表註2）と同じ．
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月郡は工場も職工もそれほどウェイトがたかくないが，ここも同様にそのウェイトはたか
まっている。そのほかの諸口はその職工数のウェイトを低下せしめている。そこには絶対
数を減少せしめているものもある。岡山市，児島郡，都窪郡，それに後月郡のごとくに工
場・職工数が多く，かつそのウェイトをたかめている市郡，そのウェイトが低下しながら
も一定程度の展開のある和気郡，浅口郡，小田郡，苫田郡等の諸郡，赤磐郡，邑久郡，御
津郡，吉備郡，上房郡，川上郡，阿哲郡等の停滞的諸郡，勝田郡，久米郡等の後退郡とに
わけられる。このように岡山県の工業の展開は，岡山市から児島郡，都窪郡にかけての地
域へいっそうの集中をみせているのである。
　ところで，いま規模別把握が可能な大正10年について郡別に職工50人以上工場の所在状
況を示すと第4表のようになる。職工数でみて全工口中の50人以上工場の比率71，6％を凌
駕しているのは岡山市，児島郡，後月郡，苫田郡，それに多分，．上導郡もそうであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　ノ　　セ　　これらの諸山には多数の職工50入以上工場職工が存在している。都窪郡，浅口郡，小田郡
も71．6％に達しないが絶対数は大きい。岡山市，上道郡，児島郡，都窪郡，浅口郡，小田
郡には纏章工場が上布し，苫田郡には職工1，033人の郡是製糸津山工場が所在する。ほかに
児島郡には三井物産玉造船工場がある。職工500人以上工場はすべてこれらの諸郡に集中し
ていて，それらの郡での工業のウェイトをたかめるうえでの中心となっている。工業発展
郡はこのように大工場が所在しているのである。これに対して停滞郡，後退郡にはそれが
まったくないかきわめて少数である。後月郡は職工50人以上工場のウェイトがたかいが，
最大でも職工255人であり，小規模工場が多数存在するという独特の様相をみせている。ま
た都窪郡が大規模工場をのぞくとあとは工場は少ないが，児島郡は大規模工場を頂点として
連続的であり，中郡はかなり異なった様相をみせているといえる。
　以上のごとき郡別工場所在状況は各郡の物産構成に反映される。第5表はこの時期の郡
別物産状況を示す。全県的には農産26．7％，工場58．4％であるが，この農工生産額比率に
よって下郡をみていく。岡山市と都窪郡，浅口郡，児島郡，それに後月郡，小田郡が農産
比率が全県平均より小さく，工産比率が全県平均をうわまわる諸郡である。これに対して
赤磐郡，邑久郡，上道郡，御津郡，吉備郡，上房郡，川上郡，阿哲郡，真庭郡，勝田郡，
久米郡，英田郡の諸郡は農産比率が全県をうわまわり，地産比率が全県を下まわるものと
なっている。これらの寸切は備前，備中，美作の諸地方にわたっているが，備前の諸郡は
農産のウェイトが最もたかい諸郡であり，農産中心の地域である。これらのなかで邑久郡
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第4表　郡市別職工50人以上工場 （大正10年）
職工50人
@　以上 100人以上 500人以上1，000人以上合　　計
職工50人
@　未満 総　　計
岡山市 5－　　329人@　　4．0％
6－1，009人
@　12．2％
??3－4，855入
@　58．7％
14－6，193人
@　74．9％
388－2，072人
@　　25．0％
402－8，265人
@　　ユ00．0％
御津郡 1－　　192@54．1
1－　　192
@54．1
24－　　163
@　45．9
25－　　355
@100．0
赤磐郡 90－　　419@100．0
90－　　419
@100．0
和気郡 3－　　198@26．3
1－　　111
@14．8
4－　　309
@41．1
38－　　443
@　58．9
42－　　752
@100．0
邑久郡 105－　　366@100．0
105－　　366
@　100．0
上道郡 3－　　194
@－　　　－　　　一　　　．　　　一　　　－
3－　　455
@．　　　一　　　一　　　．　　　匿　　冒
1－　　702
@　．　　　．　　　－
8－1，351
@　7　　一　　一
47一　・一一
@　　9　　一　　一
55－　　185
@100．0
児島郡 7－　　457@　7、3
4－　　874
@13．9
1－　　63ユ
@　10．1
2－3，210
@51．2
14－5，172
@　82．5
217－1，099
@　ユ7．5
乞3レ6271
@　100．0
都窪郡 2－　　166@　3．2
2－　　226
@　4．3
2－2，840
@54．0
6－3，232
@61．5
81－2，022
@　38．5
87－5，254
@100．0
浅口郡 王一　　69@　2．1
ユー　　ユ4ユ
@　4．3
ユー　　54
@16．7
ユーユ400　　「
@42．9
4－2，ユ54
@66．0
227一ユ，ユユ0
@　34．0
23ユー3，264
@　100．0
小田郡 2一　｝50@　7．6
3－　　378
@19．3
1－　　722
@36．8
6－1，250
@63．7
73－　　711
@　36．3
79－1，961
@100．0
後月郡 11－　　772@　26，9
9－1，496
@52．玉
20－2268　　　1
@　79．ユ
60－　　601
@　20．9
80－2β69
@ユ00．0
吉備郡 47－　　382@100．0
47－　　382
@1QO．0
上房郡 2－　　141@46．5
2－　　141
@46．5
21－　　162
@　53．5
23－　　303
@100，0
川上郡 53一　　ユ91@100．0
53一　　ユ91
@100．0
阿哲郡 9－　　27@100．0
9－　　27
@100．0
真庭郡 1－　　68@1ユ．7
1－　　188
@32．2
2－　　256
@43．9
58－　　327
@　56．1
60－　　583
@工00．0
苫田郡 1－　　287@20．3
1－1，033
@72．9
2－1，320
@93．2
151－　　97
@　6．8
153－1，417
@　100．0
勝田郡 ユー　　160@44．4
1－　　160
@44．4
24－　　200
@　55．6
25－　　360
@100．0
英田郡 エー　　83@23．8
1－　　83
@23．8
17－　　266
@　76．2
18－　　349
@100．0
久米郡 ユー　　81@45．3
1－　　81
@45．3
31－　　98
@　54．7
32－　　179
@100．0
全　県 39－2，708@　8．0
33－5，517
@　16．3
4－2，597
@　7．7
9－13，338
@39．5
5－24，162
@　71．6
，762－9，590
@　　28雌
1β47－33，752
@　100．0
註　1）依拠史料，作成方法，記載説明はすべて第2表と同じ．
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第5表　郡別物産構成 （大正12年）
農産　物 蚕　　　業 畜　産物 水　産物 林産物 鉱産　物 工産物 合　　　計 生産額実額 同　現住P戸あたり
岡山市 2ユ％ o　％ 、L3％ O．4％ ．　　0．2％ 0　％ 96．o％ 100．o％52．140，291円 2，Dユ6円
御津郡 56．5 3．4 0．7 0．3 5．1 0 34．0 100．0 10，723，78窪 973
赤磐郡 48．9 15．2 1．3 0．2 8．5 0．5 25．4 100．0 8，635，009
????
和気郡 26．9 5．3 1．6 16．3 ユ0．6 0．2 39．1 100．0 9，474，819 1，055
邑久郡 56．7 3．6 6．4 8．5 1．2 0 23．5 100．0 9，858，907 1，002
上道郡 40．3 9．8 1．4 0．9 0．2 0 47．4 ユ00．0 15，959，391 1，591
児島郡 17．0 0．1 0．5 8．6 0．4 2．0 71．4 100．0 42，632，835， 1，849
都窪郡 22．8 Q．1 Q．3 Q．3 Q．3 Q．O 76．2 100．0 37，567，981 2，161
浅口郡 22．9 0．4 0．9 2．8 0．5 0．4 72．5 100．0 24，974，510 1，271
小田郡 25．0 8．5 1．1 4．1 1．7 0．8 58．8 ユ00．0 16，182，320 949
後月郡 18．9 ユ5．3 1．5 0．0 2．3 0．0 62．0 100．0 11，067，610 1，479
吉備郡 57．0 3．0 1．0 0．2 2．7 0 36．1 100．0 10，648，511 742
上房郡 41．1 22．0 2．2 0．3 8．1 0 26．3 100．0 5，577，249 676
川上郡 44．0 3．9 1．4 0．3 13．3 11．5 25．6 100．0 6，697，445 792
阿哲郡 45．7 4．3 3．7 0β 26．2 0．1 19．7 100．0 5，526，551 615
真庭郡 39．1． 25．6 2．0 0．6 8．7 0 24．0 100．0 9，6ユ4，329 812
苫田郡 26．0 33．8 1．6 0．2 6．1 0 32．3 100．0 14，555，485 963
勝田郡 43．1 333 1．2 0．2 4．0 0 18二2 100．0 7，137，150 711
英田郡 ．39．7 33．8 1．9 0．2 8．1 0 ユ6．3 100．0 4，910，430 612
久米郡 41．5 18．2 4．9 0．3 5．9 ユ0．8 18．4 100．0 7，240，729 738
全　　県 26．7 7．1 1．4 2．6 3．0 0．3 58．4 100．0
生産額実額 83，008，538 22，103，2864，228，189 8，135，1399，420，537 2，616，172181，613，475 3ユ1，125，336 1，222
註　1）　『大正12年岡山県統計年報』より作成．
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は水産，畜産があり，やや多様な構成をもつ。これらのなかの備中，美作に属する諸郡は
いっそう工産のウェイトが低いが，それらのなかには英田郡，勝田郡のごとくに蚕業のウ
ェイトのたかいもの，久米郡のように畜産，鉱産のウェイトのたかいもめ，阿哲郡のよう
に畜産，林産のウェイトのたかいもの，川上郡のように林産，鉱産のウェイトのたかいも
のがあり，多くの場合，農産以外の多様な物産によってなりたっているのである。総じて
養蚕は美作諸郡において，畜産，林産，鉱産が美作，備中のいくつかの郡の物産構成中の
一工程度のウェイトを占めているものとなっているのである。農産のウェイトがほぼ全県
第6表　職業別戸数構成 （大正6年）
農　　業 漁　　業 工　　業 商業圏?ﾊ業
公務及
ｩ由業
其他ノ
L業者
無職二二職
ﾆ不祥者
?
岡山市 2．0％ 0．03％ 21．6％ 35．1％14．8％ 14．6％ 11．9％100．0％
御津郡 71．9 ユ．8 4ユ 1ユ．8 4．5 5．2 0．7 ユ00．0
赤磐郡 81．6 0．5 4．3 10．1 2．2 1．0 0．3 100．0
．和気郡 58．3 8．5 9．6 17．0 2．1 3．9 0．7 100．0
邑久郡 69．3 7．8 7．8 10．8 1．9 2．0 0．4 100．0
上道郡 65．4 2．4 5．9 17．0 2．9 5．4 0．9 100．0
児島郡 54つ 11．8 11．0 15．7 2．2 3．8 1．0 100．0
都窪郡 56．4 1．9 16．1 19．4 2．6 2．5 1．2 100．0
浅口郡 85．0 7．1 8．5 2．1 0．7 0．7 0．7 100．0
小田郡 60．8 5．8 13．7 15．4 1．8 1．7 0．7 100．0
後月郡 71．5 O．4 7．6 16．2 2．3 1．6 0．4 100．0
吉備郡 77．1 0．3 4．1 13．4 2．7 1．5 0．8 100．0
上房郡 67．6 0．3 7．6 15．4 5．2 2．0 2．0
????
川上郡 80．8 O．01 6．9 8．3 2．7 1．2 0．2 100．0
阿哲郡 77．4 1．1 5．3 11．2 2．8 1．9 0．3 100．0
真庭郡 69．7 1．1 　　PW．2 14．4 2．9 3．0 0．6 100．0
苫田郡 55．5 0．2 9．4 20．6 4．9 5．1 4．4 100．0
勝田郡 78．7 0．3 6．5 11．9 1．6 0．6 0．4 100．0
英田郡 77．3 0．2 5．4 14．3 1．7 0．8 0．4 100．0
久米郡 77．3 ユ．o 4．6 13．3 1．7 1．6 0．6 100．0
合　計 62．2 3．1 9．4 16．3 3．6 3．5 1．8 100．0
註　1）　『大正6年岡山県統計書』より作成．
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平均的な和気郡，小田郡，苫田郡のうちの小田郡は工産も全県平均をやや下まわる程度で
あるが，それが大きく下まわる和気郡，苫田郡はそれぞれ水産あるいは蚕業のウェイトの
一定程度のたかさとなっている。以上のごとくに農産，肩馬比率でみるとき，岡山県下の
各市郡にあっては，岡山市，児島郡，都窪郡，浅口郡等を「工産郡」として摘出し得るの
である。　　　　　　　　　　　　、
　つぎに郡別職業別戸数構成をみていこう。1第6表は大正6年について表示したものであ
る。全県の農業戸数比率は62．2％，工業戸数比率は9．4％である。岡山市，和気郡，児島郡，
都窪郡，小田郡，苫田郡は農業戸数比率が全県平均を下まわる。他方，工業戸数比率が全
県平均をうわまわるのは，岡山市，和気郡，児島郡，都窪郡，浅口郡，小田郡，苫田郡で
ある。すなわち，岡山市，和気郡，児島郡，都窪郡，小田郡，苫田郡は「工業戸郡」であ
る。これらのうち岡山市，児島郡，都窪郡，浅口郡，小田郡は物産構成における「工産郡」
であり，また和気郡，苫田郡は農産のウェイトの低い郡であったのである。「工産郡」は多
く「工業戸郡一」と一致するのである。他方，農業戸数比率が著しく大きく，工業戸数比率
が著しく小さい諸郡をとると，御津郡，赤磐郡，吉備郡，川上郡，阿哲郡，勝田郡，英田
郡，久米郡等があるが，これらはいずれも農産のウェイトが全県平均よりたかく，工産の
ウェイトが全県平均より低い「農産郡」である。
　以上物産構成と職業別戸数構成から各郡状況をみてきたが，ついで就業人口についてみ
ていく。大正9年の「国勢調査」により，有業茶目の農業・工業人口比率をみる（第7表〉。
この年の岡山県の有業森中の農業比率59，2％，工業比率18．4％であるが，農業がそれを
下まわり，工業がそれをうわまわっているのは岡山市，児島郡，都窪郡と浅口郡である。
他は和気郡と苫田郡が農業比率が全県平均をやや下まわる郡であるほかはいずれも農業が
うわまわり，工業が下まわるところとなっている。それらのうちで，備前の赤磐郡，備中
の上房郡，川上郡，阿哲郡，美作の勝田郡，英田郡，久米郡が農業の比率が著しく惨きく，
工業の比率が著しく小さいところである。備前の邑久郡，美作の真庭郡もこれらに近い。
いまこれを男女別にみると，岡山市，児島郡，都窪郡，浅口郡はいずれもが男女ともに農
業のウェイトが低く，工業のウェイトがたかいのであり，赤磐郡，上房郡，川上郡，阿哲
郡，勝田郡，英田郡，久米郡はいずれも男女ともに農業のウェイトがたかく，工業のウェ
イトが低い。特に注目すべきことは，これら二つのグループの単層にあって，前者におい
ては工業のウェイトのたかさ，農業のウェイトの低さは男子においてよりも女子において
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第7表　郡別職業本業者農工数 （大正9年）
?
女 合　　　　　　　　計
総　　数 農　　業 工　　業 工業者うちわけ 総　　数 農　　業 工　　業 工業者うちわけ 総　　数 農　　業 工　　業 工業者うちわけ
岡山市 3D，020人　974人i3．2％） 10，364人i34，5％）
2，319人（22．4％）
W，045人 15，737人
　423人
i2．7％）
6，805人
i43．2％）
4，256人（62．5％）
Q，549人 45、757人
1，397人
i3．1％）
17，169人
i35，7％）
6．575八（38．9％）
P0．594人
御津郡 24，326 12，980i53，4） 2，628i10，8） 　285　（10．8＞Q，343 13，418
9，670
i72．1）
2，010
i15．0）
　413　（20，5）
P，597
37，744　　　「 22，650
i60．0）
4，638
ii2．3）
　698　（15．Q）
R，940
赤磐郡 14，510 11，037i76．D
1，208
i8．3）
　203　（16．8）
P，005 8，904
7，552
i84．8＞
337
i3．8）
105　（31，2）
Q32 23，414
18，589
i79．4）
1，545
i6．6＞
　308　（19．9）
P，237
和気郡 13，392 7，057i52．7） 2，114i15．8） 　552　（26．1）P，562 6，214
3，809
i61．3＞
943
i15．2》
160　（17．0）
V83 19」606
10，866、（55．4） 3，057
i15．6）
　712　（23．3）
Q，345
邑久郡 15，710 9，587i61．0） 1，938i12．3） 　67　（3．5）P，871 8，878
6，680
i75．2｝
749
i8．4）
61　（8．1）
U88 24，588
16，267
i66，2）
2，687
i10．9｝
　128　（4．8）
Q，559
日目郡 15，15D 8，725i57．6） 2，443i16．1） 　456　（18．7）P，987 10，208
6，576
i働．4）
1，854
i18，2）
1，059　（57．2）
@795 25，358
15，301
i60．3）
4，297
i16．9）
11515　（35．3）一
Q，782
児島郡 35，331 13，028i36．9） 10，416i29．5） 4，108　（39，4＞U，308 16，423
7，860
i47，9）
5，263
i32．0）
2，636　（50，1）
Q，627 51，754
20，888
i40．4）
15，679
i30．3）
6，744　（43．0）
W，935
都門郡 2導．497 12，854i5D．4） 6，357i24．9） 1，381　（2L7＞S，976 19，919
7，758
i38．9）
9，505
i47．7）
31558　（37．4）
T，947 45，416
20，612
i45．4＞
15，862
i34．9）
4，939　（31，1）
P0，923
浅口郡 30，041 16，643i55，4） 6，107i20，3） 　913　（15．0＞T，194 25，173
12，447
i49．4＞
10，283
i40．8）
1，586　（15．4）
W，697 55，214
29，090
i52．7）
16，390
i29．7）
21499　（15．2）
P3，891
小田郡 24，700 14，G86i57．0） 3，437i13．9） 　562　（16．4）Q，875 18，488
13，664
i73．9＞
2，882
i15．6｝
1，004　（34，8）
Pβ78
43，｝．88 27←750i64．3）
6，319
i14．6）
1，566　（24．8）
S，753
後月郡 Il，094 7，455i67．2） 1，832i16．5）
　696　（38．0）
P，136
「8，992 6β09　．
i70．2＞
1，764
i19，6） 20，086
13，764
i68．5）
3，596
i17．9）
吉備郡 20，930 14，482i69．2） 2，291i互0．9＞ 　95　（4．1）Q，196 17，792
13，046
i73．3）
2，584
i14．5）
　47　　（！．9｝
Q，537 38，722
’　27，528
@（71，1）
4，875
i12，6）
　142　（2．9＞
S，733
上房郡 12，274 8，209i66．9） 1，453i1L8）
　25　（1，7）
P，428　　、 9，654
7，691
i79．7）
598
i6．2）
121　〔20．2）
Q77 21，928
15，900
i72．5）
2，051
i9，4）
　146　（7．1）
P，905
川上郡 13，110 9，899i75，5＞ 1，109i8．5） 　40　（3．6）P，069 11，218
10，012
i85．6）
270
i2．1）
56　（20，7）
Q14 24，328
19．9u
k81，8）
1，379
i5，7）
　96　（7．0）
P，283
阿哲郡 13，985 10，778i77，1） IJ37i8，1） 　33　　（2．9）P，104 11β57
9，977
i87．4）
286
i2．5）
　6　（2．1）
Q80 25，342
20，755
P：85．3）
1，423
i5．8）
　39　（2，7）
P，384
真庭郡 18，732 12，581i67．2） 2，987i15，9） 　91　（3．0）Q，896 14，806
11，532
i77．9）
1，164
i7．9）
385　（33．1）
V79 33，538
24，1互3
i71．9）
4，151
i12．4）
　476　（1L5）
R1675
　　「
ﾏ田郡 22205 12，G83i54．4＞ 3，890i17．5） 　197　（5，1）R，693 15，099 9，508i63．0） 2，258i15．0）
1，126　（49．9）
P，132 37β04
2ユ，591
i57．9）
6，148
i16．5）
1．323　（2L6）
S，825
勝田郡 15，823 11，667i73，7＞ 1，605i10，1） 　87　　（5．4）P，518 ！0．089
8，194
i8L2）
667
i6．6）
121　（18．1）
T46 25，912
19，861
i76．6）
2，272
i8．8）
　208　（9．2）
Q，064
英田郡 12，191 8，729i7L6）
1，232
i10．1）
　35　（2．8）
P，197 8，596
7，029
i8L8）
482
i5．1）
17G　（32．3）
R12 20，787
15，785
i75．9）
1，714
i8．2）
　205　（12，0）
P，509
久米郡 14，915 10，737i72．0） 1，300i8．7｝ 　21　（1．6）P，279 11，259
9，309
i82，4）
691
i6．1）
68　　（9，8）
U23 26，210
20，046
i74．5）
L991
i7，6）
　89　（4，8）
P，902
全　　県 383，936213，591@（55，6）
65，848
i17．2）
12，166　（18，5）
T3，682 262，260
169，0塗6
@（64，5）
5L395
i19．6）
18．747　（36．5）
R2，648
6461196382，637@（59．2）
117，243
@（18．1）
3D，319　（26．4）
W6，33D
註　1）　『大正9年国勢調査府県ノ部』岡山県より作成．
　　2）ただし工業者うちわけの上段は『大正9年岡山県統計書』の工場職工数で，それをさしひいたのが下段であり，
　　　これは工場職工以外の工業本業者である．　　　　　・
　　3）　（）内は総数に対する比率，工業者の内わけ（）幽は工場職工の比率を示す・
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いっそう著しく，後者においては農業のウェイトのたかさ，工業のウェイトの低さにおい
て，男子よりも女子がいっそう著しいということである。すなわち，女子における就業状
況がそれぞれの郡の特徴づけとなっているといえるのである。
　ここにみた工業本業者のうち工場職工数は全体で26．4％となるが，農業のウェイトが低
く，工業のウェイトのたかい「工業郡」は浅口郡をのぞいていずれもこの工場職工割合は
全県平均をうわまわっている。浅口郡がそれを下まわるほかでは，上道郡，．ノ」・田郡，後月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
郡がそれをうわまわる。特に後月郡が69％で著しい。この場合にも男子ではなく女子にお
けるそれが各郡の状況をうみ出してきているのである。
　このように存在している工場労働者の移動状況をみる。
　まず「国勢調査」における出生地別人口をみよう。大正9年のそれには自市町村生と自
市町村生とに出生地がわけられているのみであるが，昭和5年のそれは自市町村生，県内
他市町村生，他府県生，内地外生とにわけられている。第8表はそれを郡別に示すもので
ある。全県で男子はそれぞれ73％，18．5％，7．4％，0．1％，女子はそれぞれ55．2％，35％，
9．3％，0．5％であって，総じて岡山県の出生者が多いが，女子においては県内移動がかな
り大きいこと，また県外出生の者が9．8％いる．ことが注目されよう。そ，it’Lを脚韻にみると，
岡山市，児島郡，都窪郡はいずれも男女ともに自市町村生のウェイトが低く，他府県生の
ウェイトがたかい。これらは県内自町村からの移動をも含めて他からの流入者が多いこと
になる。これらの諸書のほかでは後月郡が女子において他府県生のウェイトがたかいこと，
上道郡において女子の自市町村生のウェイトがやや低いなどのいくつかの変差はあるが，
総じて自市町村生が全県平均より大，他府県生が全県平均より小である。先にみた「工業
郡」はこのように自市町村生比率が小さく，他府県生比率が大きいということになる。婚
姻や工業外のさまざまの職業従年などを多く含むことはいうまでもないが，しかし同時に
工業の発展にともなう出生地構成であるといえるであろう。
　　「国勢調査」にはないが，『岡山県統計書』の戸口統計には本籍人口や入寄留・出寄留人
・口の把握がある。それらを郡別に示す第9表によれば，本籍人口に対する現住人口比率は
全県で男子が94．1％，女子が99．7％であるが，岡山市，児島郡，都窪郡の3郡はいずれも
男：女ともにこれをうわまわる。このほかでは小田郡が男子においてうわまわるだけである。
本籍人口中の他出入口比率は各郡によって多様であるが，現住人口中の入寄留人口比率に
は明確な傾向がある。それは全県では男子は10．4％，女子は1Q．7％であるが，男女ともに
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第8表　出生地別人口
大　正　9　年 昭　　　　　　和　　　　　　5　　　　　　年
?
女 男 女
自市町村生 自市町村生 自市町村生 県　内　他s町村生 他府県生 内地外生 自市町村生
県　内　他
s町村生 他府県生 内地外生
岡山市 353％ 33β％ 38．3％ 38．8％ 2L3％ 1．6％ 37．2％ 38．4％ 23．5％ 0．9％
御津郡 66．5 52．9 79．8 15．7 3．2 L3 55．6 40．3 3．2 0．9
赤磐郡 82．5 55．4 81．8 143　． 2．4 1．5 55．8 40．5 3．2 0．9
和気郡 79．6 64．6 76．3 14．7 7．1 2．0 62．8 28．3 8．2 0．7
邑久郡 84．7 57．4 83．9 10．9 4．4 0．8 56．9 36．7 6．1 0．3
上道郡 75．7 46．7 74．0 18．9 6．1 1．0 47．4 44．2 8．0 0．4
児島郡 30．6 50．4 66．3 17．4 15．4 0．4 52．1 28．3 19．2 0．4
都窪郡 70．6 48．1 67．9 22．6 8．3 1．2 47．8 39．5 12．1 0．7
浅口郡 82．7 58．5 82．7 12．4 4．5 0．4 59．8 32．9 7．0 0．3
小田郡 80．2 63．0 79．6 13．0 7．0 0．5 62．2 28．5 9．0 0．3
後月郡 87．9 59．1 80．2 14．4 5．0 0．4 57．8 31．6 10．2 0．4
吉備郡 79．5 56．0 78．9 17．1 2．5 1．5 55．0 40．5 3．4 1．1
上房郡 76．6 49．8 77．ユ 19．8 2．7 0．4 60．0 36．2 3．5 0．3
川上郡 82．7 67．5 83．7 13．7 2．4 02 67．1 28．9 3．9 0．2
阿哲郡 79．9 64．7 74．9 16．9 6．5 1．7 62．8 29．0 7．6 0．7
真庭郡 78．2 62．4 79．3 16．3　． 4．0 0．5 61．7 34．4 3．7 0．2
苫田郡 73．2 55．9 72．9 18．5 7．4 0．1 57．1 37．1 5．2 0．5
勝田郡 74．6 62．4 84．7 12．5 2．3 0．5 61．6 35．5 2．7 0．2
英田郡 83．4 63．6 83．5 12．1 4．2 0．2 63．4 28．9 7．6 0．1
久米郡 80．1 58．6 79．7 17．1 2．9 0．4 57．3 39．5 3．0 0．2
全　　県 73．9 55．5 73．0 18．5 7．4 0．1 55．2 35．0 9．3 0．5
註　1）両年度の『国勢調査報告』府県の部岡山県より作成．
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第9表一ユ　郡別人口出入状況（1）一男一 （大正6年）
本　市　町　村　へ　の　入　寄　留本籍人口に
ﾎする現住
l口指数
本籍人口中の他出人口
п@　　合
現住人口中の入寄留人
禔@割　合 自郡内他町ｺ　よ　り
自郡内他郡
s　よ　り 他府県より 合　計
岡山市 150．5 27．2％ 51．6％ 一　％ 61．0％ 39．0％23，075人
御津郡 89．7 ユ7．9 8．7 22．3 47．1 ！3．4 2，905
赤磐郡 88．3 15．4 4．1 24．9 47．4 17．7 1，043
和気郡 89．7 15．9 6．2 29．8 43．3 26．9 1，502
邑久郡 9ユ．2 13．5 5．2 38．8 32ユ 29．1 1，429
上道郡 92．4 15．7 8．7 23．ユ 48．8 28．1 2，185
児島郡 97．9 13．9 12．1 21．1 33．7 45．2 6，203
都窪郡 96．5 14．5 11．3 22．6 47．2 30．2 4，818
浅口郡 92．1 13．2 5．8 26．2 40．2 33．6 3，026
小田郡 97．0 13．5 10．8 19．5 32．0 48．5 5，047
後月郡 89．7 15．4 5．7 32．6 34．5 32．9 1，154
吉備郡 85．8 18．8 5．3 32．7 51．0 16．3 1，969
上房郡 89．5 17．7 8．0 31．9 45．1 23．0 1，751
川上郡 90．5 152 6．3 43．1 37．7 19．2 1，642
阿哲郡 89．0 16．6 6．3 46．4 31．2 22．4 1568
真庭郡 91．4 13．3 5．1 17．6 33．6 32．7 1，564
苫田郡 93．7 13．0 7．1 42．7 39．6 17．7 2，773
勝田郡 86．2 17．3 4．ユ 47．8 42．2 12．0 1，158
英田郡 89．3 15．9 5．8 36．6 36．5 27．0 1，280
久米郡 88．6 15．8 5．0 37．3 50．3 12．4 1，298
全　県 94ユ 15．7 10．4 19．1 42．3 33．6 67β90
註　1＞第6’表と同一書より作成．
これをうわまわるのは岡山市，児島郡，都窪郡のみで，ほかに小田郡において男子のみ，
また上道郡において女子のみが全県平均をうわまわるにすぎない。ここでも岡山市，児島
郡，都窪郡がひとつのきわだったグループをなしている。この入寄留者の内訳をみると，
全県で男子は自郡内他市町村より19．1％，自県内他郡市より42．3％，他府県より33．6％，
女子ではそれぞれが18．3％，45．7％，35．9％であるが，岡山市，児島郡，浅口郡，小田郡
は男女のいずれにおいても他府県からの入寄留割合が全県をうわまわるほか，都窪郡，真
庭郡が女子においてかなり大きくうわまわっている。これらの諸郡は他府県からの流入が
相当著しいところであることを示しているといえる。
　さて，「国勢調査」によれば大正9年には岡山県に10，958人の工場寄宿舎居住者が存在し
ている。岡山市2，936人，都窪郡1，742人，児島郡2，463人，浅口郡！，115入，苫田郡886人，
上道郡715人等である。これら一迫は先ほどみた紡績，製糸の大規模工場が所在するところ
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第9表一2　郡別人口出入状況（2）一女一 （大正6年）
本　市　町　村　へ　の　入　寄　留本籍人口に
ﾎする現住
l口指数
本籍人口中の他出人口
п@　　合
現住人口中の入寄留人
禔@割　合 自郡内他町ｺ　よ　り
自郡内他郡
s　よ　り 他府県より 合　計
岡山市 156．3 25．7％ 52．5％ 一　％ 58．6％ 41．4％25，624人
御津郡 93．4 13．6 7．5 21．5 51．7 26．8 2，481
赤磐郡 90．8 12．8 4．0 35．1 48．2 36．6 956
和気郡 93．7 11．9 6．0 31．2 43．0 25．8 1，412
邑久郡 93．3 11．4 5．1 38．2 33．1 28．7 1，285
上道郡 96．4 13．5 10．2 20．1 52．8 27．1 2，510
児島郡 101．6 11．4 12．8 22．5 28．3 49．3 6，427
都窪郡 102．・4 11．2 13．3 18．6 36．0 45．4 5，653
浅口郡 963 9．8 6．3 23．0 35．9 41．1 3，218
小田郡 98．6 10．4 9．1 21．0 35．5 43．5 乙1R2幽　，　P曽一
後月郡 93．6 11．7 5．7 32．0 36．9 31．1 1，148
吉備郡 91．7 13．1 5．2 35．1 49．2 15．6 1，921
上房郡 91．8 14．6 7．0 36．5 42．6 20．9 1，507
川上郡 93．1 12．8 5．2 45．2 32．1 22．7 1，321
阿哲郡 91．8 13．6 5．8 47．3 29．3 23．4 1，408
真庭郡 93．7 10．6 4．6 35．9 35．1 50．9 1，369
苫田郡 95．5 10二8 6．6 54．2 34．4 11．4 2，490
勝田郡 88．8 14．6 3．8 48．4 41．5 10．1 11031
英田郡 91．9 13．0 5．3 39ユ 36．2 24．8 1，103
久米郡 91．1 13．0 4．5 39．6 49．3 11，2　　1，U2
全　県 97．7 12．7 ユ0．7 18．3 45．7 35．9　68，158
註　1）第6表と同一書より作成．
であり，工場寄宿舎居住者はこれら工場の職工であろう。これらの多くは他府県ないし自
県内ではあっても遠隔地の出身者であろう。戸口統計あるいは「国勢調査」で岡山市，児
島郡，都窪郡，等にみられた事情と結びつけるとき，そこでの工業の発展にともなう工業
労働者の流入を予想できるであろう。この工場労働者の移動状況は「労働統計実地調査」
によって全県の動きとしてみることができる（第10表）。大正13年の同調査で把握された岡
山県の工場労働者は男子9，539人，女子20，208人である。この工場労働者のうち，岡山県出
生者は男子6，640人，女子11，348人であり，他府県出生者は男子2，899入，女子8，752人であ
る。男子においては30．4％，女子においては43．3％が他府県出生者で，これは他府県の流
入者とみなし得る。出生地は男子は香川県を最大とし，愛媛県，兵庫県，徳島県等となる。
女子は香川県を最大とし，広島県，長崎県，愛媛県，山口県等となる。男女ともに四国が
最大で，ついで中国，それに男子は近畿，女子は九州で，特に女子は九州が大きくなって
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（大正13年）第10表　岡山県における「工場労働者」の移動状況
男 女
流　　　　出 流　　　　入 流　　　　出 流　　　　入
地区名・府県名 人数 地区名・府県名 人数 地区名・府県名 人数 地区名・府県名 人数
北　海　道 4♂ 北　海　道 1’ 北　海　道
?
北　海　道 1♂
東　　　北 8 東　　　北 12 東　－　北 1 東　　　北 19
関　　　東 594 関　　　東 29 関　　　東 78 関　　　東 27
中　　　部 209 中　　　部 106 中　　　部 116 中　　　部 52
近　　　畿 5，782 近　　　畿 388 近　　　畿 3，576 近　　　畿 348
中　　　国 1，324 中　　　国 788 中　　　国 367 中　　　国 2，934
四　　　国 82 四　　　国 1，206 四　　　国 38 四　　　国 3，401
九　　　州 435 九　　　州 359 九　　　州 39 九　　　州 1，952
合　　　計 8，383 合　　　計 2，899 合　　　計 4，223 合　　　計 8，752
大　　阪 2，704 香　　川 817 大　　阪、 1，690． 香　　川 2，191
兵　　庫 2，700 広　　島 644 兵　　庫 1，609 広　　島 2，053
広　　島 1，120 愛　　媛 244 広　　島 323 長　　崎 709
東　　京 480 兵．　庫 236 京　　都 154 愛　　媛 636，
福　　岡 380 徳　　島 101 東　』京 67 山　　口 463
????????????????
京　　都 270
????
長　　山妻 88
???
三　　重 57
???
徳　　島 457
し愛　　知 132 大　　阪 76 熊　　本 388
神奈川 97 山　　口 66 島　　根 351
山　　口 87 福　　岡 66 兵　　庫 252
鹿児島 65 沖　　縄 230
島　　根 51 鹿児島 224
熊　　本 50 大　　分 150
高　　知 117
佐　　賀 107
福　　岡 87
鳥　　取 67
宮　　崎 57
註　1）　『大正ユ3年労働統計実地調査報告』工場の部による．
　　2）同年の岡山県の工場労働者数は男9，539入，女20，208人で，うち岡山県出生のものは
　　　　男6，528人，女11，348人である．
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いる。他方，この年に全国の他府県に岡山県出生の工場労働者が多数存在している。男子
8，383入，女子4，223人である。男子は流入をはるかに越える流出があるが，女子の場合は
流出の2倍に達する流入があり，女子工場労働者流入県となっているのである。これら他
府県出身の工場労働者が岡山市，児島郡，都窪郡をはじめとする県下の紡績，製糸，織物
等の工場寄宿舎居住となっていたのである。男子は児島郡の三井物産玉造船工場に県外労
働者とのもっとも大きい結びつきを想定し得るのである。岡山県には一方には少数の大規
模工場が紡績，製糸，造船等の部門に屹立し，それが全職工中の大きな比率を占め，これ
が岡山県の工業構成上の大きな特徴となっていたが，これらの大工場労働者としてはむし
ろ県外，ないしその地域外からの流入が予想できるのである。
4　農業の地域的構造
以上，工業展開の地域的状況をみてきたが，ここではこのような工業の展開の基盤とな
り，工業と相互に規定しあいつつ地域的特性を形成していく農業の地域的構造をみていく。
　まず，第11表は郡別の水田率，農家1戸あたり耕地面積を示すものである。水田率は全
第11表　郡別水田率・1戸あたり耕地面積　　　　　　　　　　t
（昭和4年）
水　田　率 1戸あたりk地面積 水　田　率
1戸あたり
k地面積
岡山市 87．8％ 8．0反吉備郡 77．3％ 7。3反
御津郡 78．5 8．2 上房郡 64．0 8．2
赤磐郡 79．6 7．6 川上郡 46．6 7．5
和気郡 76．5 5．4 阿哲郡 　　魑U2．3 8．4
邑久郡 71．3 8．5 真庭郡 64．4 9．3
上道郡 90．3 7．2 苫田郡 81．3 8．6
児島郡 83．0 7．4
???、
79．0 8．9
都窪郡 88．9 5．6 英田郡 67．8 6．9
浅口郡 57．8 5．3 久米郡 72．2 7．3
小田郡 47．4 5．7
後月郡 48．2 6．0 全　　県 71．7 7．7
註　1）　『昭和4年岡山県統計年報』より作成，
一　190　一
戦前期岡山県における産業的地域編成　191
県で71．7％であるが，備前諸郡は邑久郡をのぞいていずれもそれよりもたかく，備中諸郡
は都窪郡，吉備郡はそれがたかいが他はいずれも低い。美作は真庭郡，久米郡がたかいほ
かはいずれも低い。1戸あたり耕地面積は7．7反であるが，それをうわまわるのは岡山市，
御津郡，邑久郡，上房郡，阿哲郡，真庭郡，勝田郡で，水田率のたかい諸郡のなかでは岡
山市，’御津郡，英田郡，勝田郡にとどまり，他は畑地率の大きいところである。ことに都
第12表　郡別水稲反収の5年ごと年間平均値の推移
明治
R0～34年35～39年 40～44年
大正
P～5年6～10年
　昭和
P1－1年2～6年7～11年
岡山市 1，887石 2．539石 2．676石 2．730石682石2．740石2．754石 2．663石
御津郡 1，527 1，824 2，029 2，040 2，1711，915 2，184 2，300
赤磐郡 1，431 1，695 1，879 1，8922，113 1，937 2，267 2，356
和気郡 1，860 2，2132，287 2，255 2，4042，052 2，3322，470
邑久郡 1，765 2，0692，269 2，338 2，475 2，5152，525 2，621
上道郡 1，712 2，010 2，299 2，442 2，598 2，6572，699 2，660
児島郡 1，780 2，012 2，138 2，0142，165 2，301 2，307 2，525
都謹郡 L738 2，054 2，287 2，3192，400 2，550 2，474 2，665
浅口郡 1，477 1，941 2，1722 53 2，238 2，2112，167 2．268’
小田郡 1，343 1，561 1，783 1，8291，873 1，695 1，8362，190
後月郡 1，216 1，4371，803 L907 1，885 1，779 L893 2，225
吉備郡 1，320 1，6101，861 2，063 2，135 2，0562，206 2，434
上房郡 1，217 1，621 1，451 1，510 1，647 1，397 1，753 1，790
川上郡 1，070 1，0741，119 1，1481，303 1，194 1，367 1，611
阿哲郡 1，186 一1．136 1，253 1，3741，479 1，386 1，516 1，775
真庭郡 1，332 1，2361，499 1，499 1，688L592 1，712 1，823
苫田郡 1，214 L376 1，581 1，504 1．656　噂1，605 1，7861，918
勝田郡 1，148 1，322 1，3561，471 1，586 1，472 1，7621，881
英田郡 1，232 1，493 L526 1，534 1，6001，510 1，801 1，918
久米郡 1，240 1，3201，409 1，351 1，555 1，481 1，582 L830
全　　県 1，439 1，644 1，824 1，855 1，984
????
2，058 2，215
註　1）各年度の『岡山県統計書』より作成．
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窪郡，児島郡が狭小さ，和気郡のそれ，また，浅口郡，小田郡，後月郡という畑地率の大
きいところでありながら狭小であることが目につくであろう。
　この時期の水稲（梗米）の反収をみると（第1厳），岡山市，上道郡，邑久郡を最高のグ
ループとし，和気郡から児島郡にかけての備前諸郡と備中の都窪郡，浅口郡，吉備郡が2
石台に達している。各年平均反収の5年ごと平均値の推移をみると，備前諸郡は岡山市，
和気郡，邑久郡，上道郡，児島郡が明治35～39年に2石台に達し，御津郡が明治40～44年
に，赤磐郡が大正6～10年にそれぞれ2石台に到達している。備中では都窪郡が明治35～
39年に2石台に達しているほか，浅「］郡が明治40～44年に，吉備郡が明治45～大正5年に，
そして，小田郡，後月郡が昭和7～11年にようやくそれぞれ2石台に達するが，その他の
3郡はこの時期を通じてついに1石台にとどまる。美作の諸郡はいずれも1石台にとどま
っている。このように備中の3郡と美作の諸郡は明治30一一34年での反収が低く，漸増する
もののついに2石台に到達しない。特に上房郡，川上郡，阿哲郡は！石6～7丁台にとど
まり増加率も小さく，生産力の発展が最も停滞的であることが注目されよう。
　以上のごとくに水稲反収にみられる地域的な格差は明瞭であるが，ここでさらに生産力
の差異を肥料使用量と農用発動機の普及状況からみておこう。第！3表は郡別肥料使用状況
第13表　農家1戸あたり肥料需要高 （昭和4年）
肥　　料 内購入肥料 同割合 肥　　料 内購入肥料 同割合
岡山市 円銭R9．28 円銭R3．53 　％W5．4 吉備郡 円　銭W3．76 円　銭U4．55 　％V7．1
御津郡 82．09 66．0780．5 上房郡 40．47 22．4855．5
赤磐郡 61．32 44．与7 72．7 川上郡 47．12 22．9048．6
和気郡 67．07 40．3360．1 阿哲郡 45．31 12．58 27．8
邑久郡 133．13 70．33 52．8 真庭郡 49．39 17．1634．7
上道郡 95．65 56．52 59．1 苫田郡 58．30 23．61 40．5
児島郡 112．24 89．d4 80．1 勝田郡 45．09 16．83373
都窪郡 141．96 ユ27．84 90．1英田郡 36．02 10．7229．8
浅口郡 60．22 54．27 90ユ 久米郡 46．28 19．2941．7
小田郡 51．34 44．7487．1
後月郡 49．53 39．91 80．6全　　県 69．16 46．3367．0
註　1）第11表と同一書より作成，
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第14表　農用発動機 （昭和4）
農家数 台　　　数 100戸あたり 農家数 台　　　数 100戸あたり
岡山市 　　戸P，013 135i器 　　　台P3．3　・ 吉備郡 　　戸P1，197547 　　　台S．9
御津郡 8，740 783儲 9．0 上房郡 5，888 74（il 1．3
赤磐郡 8；149 44・（1器 5．4 川上郡 6，978 26（il 0．4
和気郡 5，983 141（ll2．4 阿哲郡 7，100 36（響 0．5
邑久郡 7，243 737i端 ユ0．2 真庭郡 8，955 12・ill 1．4
上道郡 8，5381・382i1蝿 16．2 苫田郡 8，543 138i聴 1．6
児島郡　　． 11β621，・59（1，lll 12．8 勝田郡
????＝
79ill 0．9
都窪郡 8，967 1，922 21．4 英田郡 6，529 27i11 0．4
浅口郡 14，077282i1器 2．0 久米郡 7，847 179i1罐 2．3
小田郡 12，401 164i1茎 ユ．3
後月郡 5，560 ・・（器 1．1 全　県 101，760・，49・i1：認8 5．2
1） 第7！1表と同一書より作成．
2）台数の上段は個人所有のもの，下段は共同所有のもの．
を示す。全県で1戸あたり69円16銭，内金肥は46円33銭，その割合は67％である。1口あ
たり平均が全県をう一わまわるのは御津郡，邑久郡，上道郡，児島郡，都窪郡と吉備郡であ
る。これらの諸郡はいずれも金肥使用量が全県をうわまわっていて，特に都窪郡，児島郡，
御津郡，吉備郡においては金肥の割合も全県をうわま．わっているというように購入肥料を
多く使用しそれへの依存も説き．い。浅口郡は金肥が大きく，その割合も大きいが自給肥料
がやや少く1戸あたりの使用量は全県平均を下まわっている。赤磐郡，小田郡，後月郡は
金肥の割合はややたかいが，量そのものは多くない。備前のなかでは和気郡はそれらのい
ずれにおいても全県をやや下まわる。その他の備中の諸郡や美作諸国はいずれも肥料使用
量も少なく，金肥使用量はさらに少ない。
　つぎに農用発動機の善及状況をみる（第14表）。全県に個人所有のもの5，400台，共同所
有のもの3，090台，合計8，490台ある。農家100戸あたり5．2台となる。これをうわまわるの
は岡山市，御津郡，赤磐郡，邑久郡，上道郡，児島郡，都窪郡，吉備郡であり，特に都窪
郡，児島郡，岡山市，邑久郡が大きい。備前の和気郡，備中の浅口郡，小田郡，後月郡は
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小さい。その他の備中3郡，美作諸郡はいずれもきわめて小さい。水稲反収にみあう普及
状況の差異が，肥料の使用状況におけると同様にみられるであろう。
　さて，この農産物の種目別構成を郡別に示すと第15表のようになる。備前は邑久郡をの
ぞいて水田率が全県よりたかかったが，耕種農産物構成においては米のウェイトはかなら
ずしもたかくない。上道郡，赤磐郡，和気郡がたかいにすぎず，御津郡は55．4％，児島郡
も57．7％にとどまる。米のウェイトはたかくないが，御津郡には20。9％に及ぶ工芸作物が
あり，児島郡には23．1％に及ぶ麦がある。総じて水田率がたかく，反収もたかい備前諸口
であるが，他の種目の農産物があることによって米のウェイトは相対的に低くなっている
のである。備中でも水田率がたかく，反収もたかい都窪郡では米のウェイトは51．9％と低
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しいが，ここには28．4％に及ぶ工芸作物（藺）があり，それが米のウェイトを相対的に低め
ているのである。吉備郡は米と麦である。水田率の低い浅口郡，小田郡，後月郡は米のウ
ェイトが小さく，麦が大きいほか，果実あるいは疏菜花卉，あるいは食用農産物が相対的
に大きい。同じく備中のように水田率も低く，反収も低い上房郡，川上郡，阿哲郡のうち
上房郡は米のウェイトがたかいが，他はそれが低く，食用農産物あるいは疏菜花卉がたか
い。特に川上郡の27．6％，阿哲郡の21．7％に及ぶ工芸作物（葉煙草）のウェイトがたかい。
美作はいずれも米の反収はたかくないが，農産物構成ではこの米のウェイトがたかく，特
に苫田郡，勝田郡，久米郡等では著しい。耕種農産物としてはその他のものが少いことが
米のウェイトをたかめているのである。美作では真庭郡には工芸作物（葉煙草）が加わる。
水田率がたかく，水稲反収のたかい備前諸国の多くや備中の都窪郡はむしろ米のウェイト
が低いのであるが，これは多様な耕種農産物をもつことによるのである，備中，美作の諸
郡もそれぞれに他の耕種農産物をもつ場合が少くないがジそれを欠くところでは反収が低
いにもかかわらず米のウェイトがたかくなっているのである。
　以上のごとき構成の結果として各郡の1手あたり生産額に差異が生ずる。備前諸郡は和
気郡をのぞき他は全県平均より大きい。邑久郡をのぞいて他は水田率がたかい地方であり
ながら工芸作物（藺），あるいは果実，疏菜花卉等の一定のウェイトのたかさがあり，これ
らが米に加わって1戸あたり生産額は大きくなっているのである。備中では都窪郡が抜群
の大きさであり，これに吉備郡がっつくがあとの諸郡は全県平均を下まわる。都窪郡は米
に加えて工芸作物（藺）があって生産額の大きさをもたらしている。浅口郡，小田郡，後
月郡は麦のウェイトがたかく多様であるが，生産額は小さい。その他の備中諸郡，美作諸
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第15表　郡別耕種農産物構成 （昭和4年）
米 麦 食用農産物 果　　　　実 山菜・花卉 工芸農産物 総　　　　額　同1戸あたり
岡山市 　％60．4 14．3％ 0．7％ 0．9％ 　％14．5 　％9．2 　　円W56，313 　円　　銭453．32
御津郡 55．4 11．5 1．8 6．4 3．8 20．9 5，636，306 644．89
赤磐郡 65．7 16．9 1．4 8．7 3．8 L7 4，227，066 518．72
和気郡 66．6 18．2 2．5 L9 6．7 3．7 2，117，910 353．99
邑久郡 56．9 19．2 5．6 2．4 7．2 8．1 4β73β99 672．91
上道郡 70．9 14．6 0．4 5．8 4．2 3．0 5，862，669 686．66
児島郡 57．7 23．1 2．4 3．3 5．6 7．7 6，475，737 569．95
都窪郡 51．9 12．2 1．0 1．7 4．7 28．4 7，500，443 836．45
浅口郡 43．8 26．8 5．2 6．7 8．4 7．8 4，585，087 325．71
小田郡 40．4 30．5 5．7 4．5 8．7 9．7 2，868，492 231．31
後月郡 42．8 24．3 6．1 2．2 9．6 14．7 1，426，279 256．53
吉備郡 63．1 20．7 1．7 1．5 0．4 9．0 5．407β51 482．97
上房郡 60．6 14．2 5．6 1．5 5．9 11．4 2，039，413 346．37
川上郡 34．0 ユ8ユ 7．5 L9 9．7 27．6 2，086，679 299．04
阿哲郡 52．4 12．5 6．0 0．9 L　5．3 21．7 2，529，304 356．24
真庭郡 66．2 7．4 4．3 1．3 4．5 15．2 3，430，634 383．10
苫田郡 80．5 7．5 2．6 1．4 4．6 3．3 3，790，398 443．68
勝田郡 79．3 11．0 2．1 0．7 4．0 1．1 3，206，888 369．07
英田．郡 65．8 18．6 3．6 0．8 4．9 3．1 2，08ユ，207 318．76
久米郡 76．6 8．7 4．0 1．4 4．5 3．1 2，526，126 32L92
全　　県 59．9 16．6 3．1 3．3 5．5 11．0 100．0
44，047，94712，189，451　　　　　2．251，2182，395，056 4，062，0258，087，894　　　　73、530，701454．57
註　1）第1ユ表と同一書より作成．
????????｝?????????????????
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第16表　郡別養蚕業の状況 （昭和4年）
養蚕戸数 繭　価　額 同！戸?ｽり
農家戸数中の
{蚕戸数割合
耕種農産物
ﾉ対する繭
ｿ額指数
農家1戸あ
ｽり価額
岡　山　市
??
　円1，559 3！11恵0銭 　　％0．5 　％0．2 151遺4銭
御　津　郡 2，433 569β93132．66 27．8 10．1 65．15
赤　磐　郡 4，292 1，404，014327．12 52．7 33．2 172．29
和　気　郡 2，258 685，688303．67 37マ． 32．4 64．40
口　　　　　L　　　　　㎜b　　入　　石D 1，013 387，827382．85 14．o 8．O 53．55
上　道　郡 475 133，386280．81 5．6 2．3 15．62
児　島　郡 466 114，904246．58 4．1 1．8 10．11
都　窪　郡 575 143，711 249．936．4 1．9 16．03
浅　口　郡 2，618 502，536、191．95 18．6 11．0 35．70
小　田　郡 4，558 931，213204．30 36．8 32．5 75．09
後　月　郡 2，300 533，08823L78 41．4 37．4 95．88
吉　備　郡 4，094 875，030213．73 36．6 16．2 78．15
上　房　郡 3，124 940，254300．98 53．1 46．1 159．69
川　上　郡 2β73 623，495217．02 4ユ．2 29．9 89．35
阿　哲　郡 1，999 256β44128．49 28．2 10．2 36．18
真　庭　郡 4，912 1，164，717290．52 54．9 34．O 130．06
苫　田　郡
??，
1，2σ0，798250．52 52．0 34．1 151．09
勝　田　郡 5，614 1，632，694290．83 64．6 50．9 187．90
英　田　郡
??，
工，工25，976 298．51
?．?
54．1 172．46
久　米　郡 3，971 1，013，417 255．2088．8 40．ユ 129ユ5
全　　　県 55，49614，186，835255．64 34．3 ユ9．3 87．70
註　　1）　第11表と同一書より作成．
郡はあるいは工芸作物（葉煙草）があったりするが，いずれも全県平均より小さい。
　この岡L1」県においても養蚕業が展開している。第16表はその郡別状況を示す。美作では
農家の5～6割が養蚕を行ない，その産額は耕種農産額の3～5割に達する。そこにおい
てはかなりのウェイトであり，農家経済の動向に大きくかかわるが，これを加えての農家
1戸あたり生産頷は苫田郡，勝田郡が全県平均をうわまわるものとなるが，その他の諸郡
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では全県平均をうわまわるほどの大きさとはなっていないのである。
　以上農業生産の郡下状況をみてきたが，つぎに地主制の状況をみていく。
　まず，第17表は岡山県における耕地小作地率，農家自小作別，50町歩以上地主の推移を
示すものである。田小作地率は大正14年まではほぼ51～52％台であり，それ以後昭和期に
入ると，昭和4，5，6年に49％となり，さらに漸減していき，昭和11年には47％台とな
る。畑小作地率は大正5年にいたるまで35％であったものが以後漸減して，昭和期には3／
％台となり，昭和初年代後半には29％台に減少する。農家自小作別構成では大正2年の自
作農27．1％，自小作農55．5％，小作農21．4％からジグザグを辿りながら自作農増，小作農
減となっていく。50町歩以上地主さらには10町歩以上についてみると，当初はそれぞれ
57と600であったものが，50町歩以上地主は大正3年の58を最大として以後減少し，大正10
年からは40台，大正末には30台というように減少する。10町歩以上地主も大正5年置602を
最大とし，以後減少し，大正14年には5GO台を割り，さらに昭和8年には300台となる。以
上のごとくであり，この表からみるかぎり大正はじめが地主制の展開が最も顕著な時期で
あったとい．えるであろう。
　以上が全県的状況であるが，ついで郡別状況をみていく。明治後期以後では郡別統計が
あるのは大正6年からであるが，地主制の展開が最も顕著であった時期の様子を示すこの
年度について検討す．る。第18表は郡別状況を示す。まず耕地小作地率をみる。全県では田
5ユ．9％，畑34．5％であるが，田において全県をうわまわるのは岡山市，御津郡，和気郡，
．上道郡，児島郡，都窪郡，吉備郡，真庭郡，苫田郡，英田郡であって，特に児島郡，都窪
郡，岡山市が著しい。先に水田率の高低を郡別にみたが，水田率が全県をうわまわった郡
は赤磐郡，勝田郡，久米郡をのぞいて他はいずれも田小作地率がたか吟ところとなってい
る。また水田率の低いところで田小作地率がたかいのは真庭郡，英田郡である。畑小作地
率がたかいのは和気郡，邑久郡，上道郡，児島郡，都窪郡，浅口郡，真庭郡，英田郡であ
り，和気郡，都窯郡，浅口郡，真庭郡が40％を越す。畑地率のたかい郡で畑小作地率がた
かいのは邑久郡，真庭郡，英田郡の3郡のみで，他はそれが小さい。総じて備前と備中に
かけての水田地帯に属する諸郡において小作地率がたかい。このほかでは真庭郡，英田郡
である。
　つぎに自小作別農家構成をみよう。自作農割合が全県より小さく，小作農割合が全県よ
り大きいところは岡山市，和気郡，上道郡，児島郡，都窪郡，浅口郡，真庭郡である。こ
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第17表岡山県耕地小作地率・農家自小作別・大地主の推移
耕地小作地率 農　　　家　　　自　　　小　　　作　　　別 大　　地　　主
?
畑 自　作 自小作 小　作 合　　　計 10町以上　50町以上
大正2
　　　　％52．0 　　　　％35．4 27．1％ 51．5％ 　　　　％21．4 　　　　　　　一　，P71，ユ59月 　　　　戸600
??????
3 5ユ．8 35．3 27．5 5L2 21．2 ユ69，833 597 58
4 52．1 35．4 27．2 51．321．5 168，941 593 57
5 52．0 35．0 26．947．8 2ユ．8 ユ67，599 602 54
6 51．9 34．5 26．851．6 21．6　　166，941598 52
7 52．0 34．3 27．5 52．91．4　　165，970598 5ユ
8 52．0 34．4 26．8 52．3 20．9165，687 600 53
9 51．7 34．727．1 50．4 21．0 165352　　　9 589 52
10 51．9 32．8 26．5 49．6 23．9164，733 541 48
11 51．6 34．4 26．7 50．0 23．3164，164 528 47
12 51．6 33．5 27．0 50．024．2 163，767 529 43
13 51．1 32．6 27．1 50．4 22．4 162156　　　， 505 39
14 50．1 32．5 27．3 50．4 22．3162，573 493 39
昭和1 49．4 　ずR1．6 27．7 50．521．8 162，496 408 38
2 48．8 31．2 28．250．4 21．3 162，885 462 37
3 48．7 31．0 28．6 50．421．0 162，006 439 37
4 49．7 29．0 28．5 50．9 20．6161，760 417 40
5 49．6 28．7 28．5 50．920．6 161514　　　， 414 38
6 49．6 29．528．5 51．2 20．3161224　　　， 400 37
7 49ユ． 29．7 28．5 51．520．1 160547　　　， 401 35
8 48．9 29．9 28．751．1 20．3 160，039 390 35
9 48．5 29．728．7 51．8 19．4 159609　　　9 367 34
10 48．’T 29．9 29．0 51．2 19．8158，452 348 41
11 47．6 30．1 29．451．1 19．6 156，986 345 37
12 47．6 30．329．9 49．9 19．5 155，632 335 36
註 1）各年度の『岡山県統計書』より作成．
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第18表　郡別耕地小作地率・農家自小作別構成
大　正　6　年 昭　和　4　年
耕地小作地率 自　小　作　別　農　家　構　成 耕地小作地率 自　小　作　別　農　家構　成
水　　田 畑 自　　作 自小作 小　　作 水　　田 畑 臼　　作 自小作 小　　作
岡山市 　％62．5 　％26．8 　％14．0 24．8警　％U1．2 　％65．0 　％47．3 　％26．7 　％39．7 　．％33．7
御津郡 5G．5 34．O 28．3 53．3 18．560．6 24．8 3L2 50．3 18．3
赤磐郡 45ユ 30．0 28．2 54．9 16．9 45．928議 28．0 52．6 19．4
和気郡 56．9 43．1 22．9 37．736．2 54．0 35．0 22．2 54．9 22．9
邑久郡 48．4 37．0 25．9 53．52D．6 47．0 31．227．7 51．0 2L3
上道郡 51．2 38．2 22．3 51．1 26．5 49．3 26．4 25．2 51．8 23．ひ一
児島郡 64．0 37．2 22．5 45．232．3 76．3 38．2 25．3 43．3 32．4
都窪郡 63．7 42．3 19．843．6 36．6 64．2 40．4 20．0 43．0 37．0
浅口郡 50．6 40．2 25．3 51．0 23．6 57．3 38．4 29．5 45．125．4
小田郡 49．5 27．7 34．G 52．8 13．2 46．4 24．3 37．1 51．11ユ．9
後月郡 47．8 25．8 29．0 56．015．0 44．4 22．4 32．6 54．6 12．8
吉備郡 52．1 34．0 26．4 52．9 20．653．2 30．4 28．6 50．8 20．6
上房郡 48．4 33．3 27．7 52．2 20．2 46．4 25．0 29．2 54．4 16．4
川上郡 34．0 24．8 35．8 5Ll 13．2 36．6 20．638．9 49．4 11．7
阿哲郡 24．9 31．9 34．746．9 18．4 46．5 25．6 31．4 49．619．0
真庭郡 55．1 43．2 242 54．9 20．9 47．5 30．9 25．9 56．317．8
苫田郡 53．6 30．2 23．1 50．6 26．3 48．7 29．9 25．42．0 23．6
勝田郡 45．5 26．5 25．561．O 13．4 46．0 31．3 27．2 55．9 16．9
英田郡 54．4 40．2 29．3 52．7 18．0 40．6 34．3 26．6 55．7 17．8
久米郡 46．3 35．3 25．8 57．6 17．649．7 29．0 28．3 58．0 13．7
全　　県 51．9 34．5 26．8 51．6 21．6 49．7 29．0 28．5 50．8 20．6
註v1）両年度の『岡山県統計書』より作成．
れらの諸郡は地主制の展開が著しい。このほかでは邑久郡，吉備郡，真庭郡，勝田郡，久
米郡が自作農割合が全県より小さく，同じように地主制の展開がみられた。ただしこれら
の諸郡は自作農割合が全県より小さいものの，それは全県平均に近く，かつ小作農割合も
全県を下まわっていて，地主制の展開の度合は先の諸郡ほど顕著ではないといえよう。特
に勝田郡，久米郡は小作農割合はかなり小さく，ここは地主制の展開は相対的によわい。
他方，自作農割合が全県より大きく，小作農割合が全県より小さいところは御津郡，赤磐
郡，小田郡，後月郡，上房郡，川上郡，阿哲郡，英田郡である。これらの下郡は地主制の
展開が小さい。なお，第18表には昭和4年も示してある。全体として19．地主制の展開の度
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第19表　郡別耕地所有規模別構成
　　　　　7蛛@ 　正　　　6　　年 昭．　和　　　4　　　年
5反未満 5反以上 1町以上 3町以上 5町以上10町以上 50町以上 合　　計 5反未満 5反以上 1町以上　3町以上　　　　1 5町以上 10町以上 50町以上 合　　計
岡山市 　　％V6．5 　　％撃戟D9 　　％V．7 　　％P．9 　　％ﾊ，1 0．82％i9）
0．09％
i1）
100．0％
i1、1（河｝
　　％W2．1 　　％PL2 ・．3％I・．・7％ 　　％n．23 0．50％iユ5♪ 0．07％i2）
1GO．0％
ｮ2，g84）
御津郡 52．0 28．0 17．2 1．9 0．84 0．31i28＞ 0．03k3）
100．0
i2．094） 45．1 34．6 18．0 1．5 0．63
0ユ9
i17）
0．02
i2）
100．0
i8．915）
赤磐郡 51．4 31．2 15．1 1．5 0．56 0．23i18）
0．Gl
i1）
100．0
k7．896） 43．5 36．4 18．4 L2 O．40 0．07i6） 0 100．0i8，073）
和気郡 70．8 18．8 8．1 1．4 O．78 0．15i9）
0．02
i1＞
10G．0
i5，879） 62．6 28．7 7．7 O．71 0．30
0．04
i2）
0 1GO．0
i5，649）
邑久郡 54．8 25．5 15．7 2．5 「1．1 0．45i32｝ 0．06i4）
100．0
i7，043） 45．1 33．2 19．4 1．7　　｛O．48
OJ5
ill）
0．03
i2）
100．0
i7．526）
上道郡 45．0 30．4 20．2 2．6 1．2 D．60i36） 0．02k1）
100．0
i6．047） 45．7 28．4 22．22，3　　　　1，0
0．44
i28）
0．05
i3）
10D．0
i6，397）
児島郡 70．7 18．5 8．4 1．4 0．63 0．38i42） 0．05i6）
　ioO．0
iU，040） 67．5 20．3 9．4 1．5 0．88
0β3
i39）
D．06
i7）
　100．0
i11．653）
都窪郡 δo．7 20．D コ4．7 2．3 ユ．3 0．83i62｝ Q．19ｿ4）
100．0
i7．512） 59．7 22．7 13．62」 L2 0．61kSI， 0．13i1u 100．0i8β321
浅口郡 68．3 20．2 9．1 1．2 0．75 D．41i50） 0．03i3） 　100．0i12，120） 67．6 22．8 7．8 0．98 O．47
0．30
i39）
0．02
q2）
　王00，0
i13．068）
小田郡 63．5 22．5 12．2 1．3 0．42 1制・ 　100．0i工2，109） 61．8 24．8 12．20．73 0．35 0．08pO） 0 　lOO．0i12，638｝
後月郡 64．2 24．2 11．9 1．1 0．51 0．26i15） 0．04i2） 100．0i5，684） 54．1 32．6 11．8 1．0 O．37
0．07
i4》．
0 ！00．0
i5，712）
吉備郡 60．3 23．1 五4．1 L4 0．64 0．39i41） 0．03i3＞ 　100．0i10．648〕 57．3 26．5 14．2 1．2 0．50
0．25
i認）
O．02
i2）
　100．0
i11，18D＞
上房郡 55．6 19．7 20．9 2．3 1．O o．41i23） α04i2） 100．0i5．578） 5玉，5 26．8 19．3 1．4 0．61 o．39i21） o
100．D
k5，448）
川上郡 46．8 31．5 19．3 1．4 0．68 0．27i18） 0 10D．0i6，635） 43．5 35．2 19．1 1．5 0．50 0．20q13） 0 100．0i6，596＞
阿哲郡 47．ユ 25．0 23．9 2．7 o．92 0．38k25｝ 0 100．0i6，515） 43．7 29．9
??，??
2．7 O．84
O．20
i14｝
0 100．0
i71022）
真庭郡 53．6 23．5 16．9 3．9 1．5 0．55i44） 0．05i4）
loo．o
i7，980） 51．2 25．6 18．5 3．3 Ll 0．34i30） 0．01i1）
100．0
i8．8Ql）
苫．田郡 56．6 20．1 17．5 3．3 五．6 0．71i57）
0．07
i6）
100．0
i8．027） 49．1 25．3 19．9 3．5 1．6
0．47
i40）
0．05
i4＞
100．0
i8，517）
勝田郡 48．5 30，3一 17．4 2．．3 1．1 O．39i31） 0．01i1）
10G．0
i7，947） 46．1 29．8 19．7 2．9 1．2
0．29
i25）
0．04
i3）
100．0
i8，476）
英田郡 59．2 24．2 互3．5 2．2 0．63 0．24i工4） 0 100．0i5，730） 5LO 34．5 13．0 1．2 0．22 0．10k6）
? 100．0
k6，312）
久米郡 45．9 25．3 23．8 3．4 1．2 039i14） 0 10G．σk7．723） 43．4 32．4 21．1 2．2 0．61 0．23i18） 0．03i2）
｝00．0
i7．821）
全　　県 57．4 24．0 15．2 2．0 0．89 0．39i598）
0．03
i52＞
　100．O
i152，209）
　ヒT3．9 27．9 15．5 1．7 0．70 0．26i417）
0．02
i40）
　100．G
i161，120）
註　1）各年度の『岡山県統計書』
　　　2）　（）内は実数を示す．
より作成．
??
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合は後退しているが，各郡ごとの特徴は大正6年のそれとほぼ同じとみてよいであろう。
　つぎに所有規模別状況をみよう（第19表）。大正6年についてみると，全県では5反歩未
満57，4％，5反歩以上24％，1町歩以上15。2％，3町歩以上20％，5町歩以上0．89％，10
町歩以上0．39％，50町歩以上0．03％となっている。岡山市，児島郡，浅口郡，吉備郡等は
1町歩未満の比率が大きく，他方では3町歩，5町歩，あるいは10町歩以上の比率が大き
くなっている。都窪郡は1町歩未満の比率がやや小さいが，ここもこれらとほぼ同様であ
る。赤磐郡，和気郡，小田郡，後月郡は1町歩未満の比率が大きいが，赤磐郡は5反歩以
上がそうであり，ここでは1町歩以上の比率が大きい御津郡とともに分解の進展は小さい
といえる。浅口郡，小田郡は5反歩未満の比率が大きく，ここでは零細所有化がすすんで
いるといえる。邑久郡，上道郡は1町歩以上の比率が大きく，1町歩未満のそれが小さい
が，他方では3町あるいは5町歩以上のウェイトがたかい。備中のその他の3郡，すなわ
ち上房郡，川上郡，阿哲郡と美作の諸郡は，美作の英田郡が1町歩未満の比率が大きいこ
とをのぞいて，いずれも1町歩以上，あるいは1町歩と3町歩以上のウェイトがたかい。
これらは概して水田率の小さい畑地帯であることによる1戸あたり耕地規模がやや広いこ
とを反映しているのであって，備前，備中南部の諸郡をややうわまわるところが所有分解
の軸となるという意味で，3町歩以上のウェイトのたかいことも分解がすすんでいない二
とを示すものといえる。これらのなかで真庭郡，苫田郡が10町歩以上の比率がたかく，分
解がすすんでいるといえる。なお，第19表には昭和4年につL＞．ても併せて表示してある。
各郡の構成上の特徴は，大正6年にみたものとほぼ同じといえよう。分解がすすんでいる
ところは大地主が存在しているが，いまこの大地主の推移をみると（第20表），児島郡，都
窪郡が終始最も多く，ついで浅口郡，吉備郡，岡山市，邑久郡，上道郡，それに真庭郡，
苫田郡が大地主所在郡ということになる。
　以上のいくつかの指標から，岡山市，児島郡，都窪郡が地主制の展開が顕著であり，か
つ大地主の存在する岡山県の地主地帯であることがあきらかとなった。そしてこれら3市
郡をとりまく備前，備中の諸臣，すなわち．上道郡，さらに東の邑久郡，都窪郡の西に接す
る浅口郡と北に接する吉備郡，そして美作の真庭郡，告田郡において地主制の展開は申し
く，かつ大地主が存在する地域となっている。同じ備前であっても赤磐郡は地主制の展開
がよわく，和気郡には大地主の存在が少ないなどその東部はやや特異性をもっている。他
方，備中の上房郡，川上郡，阿哲郡，それに美作の勝田郡，英田郡，久米郡は地主制の十
一　201　一
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第20表　郡別50町歩以上地主の推移
大正??7 8 9 1011121314昭和P 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 13
岡山市 1 1 3 3 1 2 2 2 2 2 2 2 21 1 1 1 1 1 1 1 3
御津郡 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 32 2 2 2 2 2 21 1 1
赤磐郡 1 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ ｝ 一 『 1 1 2 1 一 一 一
和気郡 1 1 1 ? 1 1 1｝ 一 一 ｝ 一 一 一 ｛ 一 一 一 一 一 一 ｝
邑久郡 4 4 4 4 5 4 4 3 3 4 3 2 2 4 3 3 3 3 3 3 2
上道郡 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 3 3 3
?
3 3 3 4 3 3 一
児島郡 6 5 6 6 5 5 5 5 4 4 5 6 7 7 7 6 65 9 9 9 9
都窪郡 14 15151515 151413 13111211 111ユ 11 ユ1 1111 11 11 1110
浅口郡 3 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 22 2 2 2 2 2
小田郡 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 … 『 一 一 一 一 一 一 一
後月郡 2 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 『 一 一 一 一 一 一 一
吉備郡 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 22 2 2 2 2 2 2 2
上房郡 2 2 3 3 2 2 一 一 ｝ ｝ ｝ 一 一 一 一 一 一 一 1 一 ㎜ ｝
川上郡 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一 ㎜ 一 一 一 『 一 一
＝
一 一7 一 一
阿哲郡 一 『 一 一 一 一 一 一 一 1 1 1 … ｝ 『 一 一 1 一 ｝ 一 一
真庭郡 4 4 5 5 ，5 4 3 2 3 3 1 1 1 1 1 1 ? 2 1 1 1 一
苫田郡 6 6 5 5 4 4 4 43 3 3 3 2 3 3 3 2 2 4 4 4 4
勝田郡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 一 一 ｝ 一 一 一 1
英田郡 一 一 一 一 一 一 1 一 一 一 一 一 一 ｝ 『 一 一 一 一 一 一 ㎜
久米郡 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 2 一 『 『 ｝ 一 一 一 一 一
全　　県 5251535248 4743 39 398373740373735353441373734
註　1）各年度の『岡山県統計書』より作成．
開も小さいところとなっているのである。
　　5　産業的地域編成
　以上，工業，農業の二部門にわたり地域的展開をみてきた。ここでは以上をとりまとめ
てこの時期の産業的地域編成を整理しておきたい。
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I判LLJ巾にf)けら⊥菜の発贋は主としてrBl山神と児山m,古S払郡とそれをとりまく備前,
Jh沖 にかけてであったが,梓にこの3iTT郡1=哲しく2.中していた｡ここは物脚 荷成にか ､
でもエ腰のr)ェイトがたかく.府集別声致1月成 城某別献茶割 1Y成Lニおいてもエ燕のウエ
イトがL'_かいところである｡これらの市郎は他府県からの人l#HI者も多く,工場?J御者の
流人がみられたところである｡岡山県におけるこu)工恭V)畷TM地域は,また同時に水稲の
反収のf_かさL二,j､される生雄力のたかい.かつ王単稲作地絹であるうえに1抽革などの繭品
生産が進展していろ岡山県の主要農薬地芯であり,そして阿山県にもLlて応も地主制の展
開が才しく大地主地帯なのであっ/_.
これと対日紺772鎚案的地域舶杭がみられるのが婦中の上I17那,川上部,阿哲郡と美作の
晶帯RBである｡ここ(:は工兼の展開がみられ々 いととい二,水田料 土概 して小さく,かつそ
q)水稲反収 ま低く農兼生産力はけ滞的である.ここでLi各地の粂件のもとで糞煙草.秦乳
あるいは碓菜等が展開しているが,これらを含めても烏有1戸あたりの農産軌 土小さい｡
全体的には符浦的 地々域である｡ここでは満座,什産串によって補われ.それに結びつい
て丘惑 農家のrirl生産が行なわれている｡ここでは耕地所有における分解もすすまで.也
主刺の展l耕土,トさい｡
農工展開にもLするこの二つの対極的rL鎖型地域のはかにいくつかの中M的な地域がある｡
ひとつ止繍ILl可能部の和気郡,非粥孤,邑久郡 そして上述郡にかけての地域である｡和気
郡には窯濃があり 上道郡には紙細工糊があるが この地域は概 して農粛地群であって,
邑久ml,⊥iEi矧 ま生産力t,たかく.岡山県の主要点射 也Jr'WのひとつをnJL.地主制の屑N]
している地域であそ｡'HG中のi曳口郡.′ト田W.後月7niはまた持災な地域である｡溝口郡,
小田部にはl方繍工場がrL立し.後月粥には′トは物工湖があるといつようE=工菜の展棚が一
定事呈皮みられるのであるが,浅口取 小田孤は細絞工糊を除くと工機は少なく,後月郡では
小即 勿工湖は局地的E=鵜中していて,これら両者ともむしろRI粂地帯に少故の,あるいは
局地的に工苑が展開しているといつことにそる｡そしてその長某とは水tdのウェイトの低
い畑作地滞<･あり,水稲反収の発展b主賓点某他補にややもくれている｡tpしろ変.食用
農産軌 洗茶花#,工芸作物など多様の畑作良男が原附している｡ここでは地主制の展開
tJそれほど背しく々い｡美作E=あってはま‡彪部,苫Fg部がやや特邦を地域となっている｡
共慮郡1:は工業のJi榊はTJいが,工芸作物 (糞煙等)があり ま/=地主別の展開している
地域である｡苫Eg郡はここE:坪山が所在するのであるが.ここに,L土谷機の工兼があり娘北
-203-
204
において工業が最も展開している地域である。津山には大製糸工場があり，また周辺には
養蚕業が展開していて，ここ岡山県における蚕糸業展開地域である。ここはまた真庭郡と
ともに県北において地主制が展開したところとなっている。
　日本資本主義の確立の時期に岡山県においてもその特異な部門構成をもつ工業が成立す
るが，この過程で以上のごとき産業的地域編成がみられたのである。それぞれ異なる構成
をとる地域間の関連，あるいはそれぞれの地域内における農工連関の具体的な検討が今後
のひとつの課題となるであろう。
註
（1）　『岡山県統計書』における「工場」欄は大正8年までは，明治42年を除いていずれ
　も職工10人以上工場についてであり，大正9年からは職工5人以上工場についてであ
　る。ただし大正9年が職工従弟5人以上工場，大正一13年以後も職工5人以上工場とい
　う註記があるが，大正10年，11年，12年には，職工従弟5人以上使用工場，原動機及
　電動機使用工場，工場法施行令第三条該当工場を調査した旨の註記があり，同一基準
　ではない。原動機及電動機使用工場は5人未満工場も含まれているようであって，大
　正10年，11年の工場数にみられる異常な大きさはこのようなことによっているものと
　思われる。
（2）この点については拙稿「戦前期岡山県の産業構造」『岡山県の産業構造一岡山県産業
　構造の特質と課題』　（岡山大学産業経営研究会研究報告書第15集）1980年所収　同書
　第2章第1項　を参照。
（3）郡別の工場種類別，規模別統計は『岡山県統計書』に記載されていることはない。
　この基礎的な統計は『県統計書』の「工場子別」どいう個別工場名簿における各工場
　分を集計することによってはじめてあきらかとなる。本誌の第12巻2号，同4号の拙
　稿においては明治30年，42年についての把握を行なっている。ところでこの「工場細
　別」欄は『岡山県統計書』では明治30年から大正5年までは記載があるが，大正6年
　にはなく，大正7年に再びあることを最後として以後なくなる。この年度以後はこの
　郡別の部門別，規模別把握は『県統計書』によっては不可能であり，ほかの資料によ
　らざるを得ない。『大正11年7月全国主要工場鉱山名簿』はその数少ない史料のひとつ
　である。本表ならびに第4表で大正10年について部門別，棟別の規模別把握を行なつ
　ているのは同書に記載されている岡山県内の工場は大正10年12月末現在のものである
　からである。
（4）昭和2年に倉敷市が，昭和3年目津山市が設置されるが，本稿諸表の郡別ではそれ
　以降も倉敷市，津山市をそれぞれ都窪郡，苫田郡に含めてある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1981年2月28日）
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